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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外枠と内枠を有し、一端面が開放されて、前記内枠内に電子基板を収納した二重枠ケー
スと、
　弾性材で構成され、前記内枠の外周に嵌着し、該内枠を開放された一端面側から覆う内
蓋と、
　前記外枠と前記内蓋とを開放された一端面側から覆う外蓋と、
を備え、
　前記内枠には、前記電子基板のリード線を通すための第１の切欠部が開放端縁より切り
欠いて形成され、
　前記内蓋には、前記内枠への嵌着時に、該内枠の開放端縁側から前記第１の切欠部に挿
入されて該第１の切欠部のエッジを挟み込む凹部を両側に有する切欠部閉塞用突起が設け
られており、
　前記外枠には、前記内枠の前記第１の切欠部の位置とは周方向で異なる位置に、前記電
子基板のリード線から延びるケーブルを外部に引き出すための第２の切欠部が開放端縁よ
り切り欠いて形成され、
　前記外枠と前記内枠との間には、前記第１の切欠部から前記第２の切欠部に前記電子基
板のリード線及びこれから延びるケーブルを引き回すための配線部が形成され、
　前記外枠及び前記内枠のそれぞれの底面からの高さは、前記外枠よりも前記内枠の方が
高くなるように設定されている
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　ことを特徴とする防水形電子基板ボックス。
【請求項２】
　前記内蓋は、ゴム製であり、その外周縁部には前記内枠の外周面と密着可能なフランジ
が設けられていることを特徴とする請求項１記載の防水形電子基板ボックス。
【請求項３】
　前記二重枠ケースと前記外蓋とは、樹脂で構成されていることを特徴とする請求項１又
は２記載の防水形電子基板ボックス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子基板を露があるような悪条件下でも設置可能とする防水形電子基板ボッ
クスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、HEMS（Home Energy Management System）やスマートグリッドといった住宅にお
けるエネルギー管理／省エネルギー需要が高まっている。欧州でも省エネルギーの観点か
ら、宅外からの空調機遠隔制御やエアコン以外の家電機器を含めた集中管理制御に対して
強い要望が上がっている。
【０００３】
　空調機遠隔制御や集中管理制御を可能とするWi-Fi通信は、無線ＬＡＮルーターやWi-Fi
ルーターなどのアダプターを必要とするが、欧州・北米を中心に主にオフィスビルやホテ
ル、住宅へも普及が進んでいる。Wi-Fi通信が可能なスマートフォンも急速に普及してお
り、スマートフォンのアプリケーションを活用したエネルギー管理の拡大が今後見込まれ
る。
【０００４】
　そこで、Wi-Fi通信を可能とするアダプターを空気調和機に接続可能とすることが望ま
れている。その際、アダプターボックス（Wi-Fiアダプターボックス）を空気調和機内部
に収納する場合がある。空気調和機内部のアダプターボックス収納場所は、設置スペース
の関係で、着露対策用の吸水シート近辺に設定される場合もある。このため、Wi-Fiアダ
プターボックスは防水形にする必要がある。
【０００５】
　Wi-Fiアダプターボックスに限らず、従来の防水形電子基板ボックスは、蓋でシール材
を押さえつけるものとなっている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－１１６６０号公報（図３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、蓋でシール材を押さえつけるようなものにあっては、蓋が外れたときや
、係合が緩んだときに、シール性が悪くなって、水が浸入してしまう恐れがある。
【０００８】
　また、従来の防水形電子基板ボックスは、ボックス内に収納された電子基板のリード線
が、基板接続部から外部にストレート状に引き出されている。そのため、従来の防水形電
子基板ボックスは、取付のためのケーブル引き回し時に、リード線が引っ張られて端子が
接続部から抜ける恐れがあった。
【０００９】
　本発明は、前記のような課題を解決するためになされたもので、防水機能の信頼性を高
めることを第１の目的とする。加えて、ケーブル引き回し時に、リード線が引っ張られて
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も端子が接続部から抜けることがないようにすることを第２の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る防水形電子基板ボックスは、外枠と内枠を有し、一端面が開放されて、内
枠内に電子基板を収納した二重枠ケースと、弾性材で構成され、内枠の外周に嵌着し、こ
の内枠を開放された一端面側から覆う内蓋と、外枠と内蓋とを開放された一端面側から覆
う外蓋と、を備え、内枠には、電子基板のリード線を通すための第１の切欠部が開放端縁
より切り欠いて形成され、内蓋には、内枠への嵌着時に、この内枠の開放端縁側から第１
の切欠部に挿入されてこの第１の切欠部のエッジを挟み込む凹部を両側に有する切欠部閉
塞用突起が設けられており、外枠には、内枠の第１の切欠部の位置とは周方向で異なる位
置に、電子基板のリード線から延びるケーブルを外部に引き出すための第２の切欠部が開
放端縁より切り欠いて形成され、外枠と内枠との間には、第１の切欠部から第２の切欠部
に電子基板のリード線及びこれから延びるケーブルを引き回すための配線部が形成され、
外枠及び内枠のそれぞれの底面からの高さは、外枠よりも内枠の方が高くなるように設定
されているものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の防水形電子基板ボックスにおいては、二重枠ケースの内枠内に電子基板を収納
し、弾性材で構成された内蓋を内枠の外周に嵌着し、この内蓋によって内枠を開放された
一端面側から覆うとともに、更に外蓋によって外枠と内蓋とを開放された一端面側から覆
うようにしている。また、内枠には、電子基板のリード線を通すための第１の切欠部を開
放端縁より切り欠いて形成し、内蓋には、内枠への嵌着時に、この内枠の開放端縁側から
第１の切欠部に挿入されてこの第１の切欠部のエッジを挟み込む凹部を両側に有する切欠
部閉塞用突起を設けている。さらに、外枠には、内枠の第１の切欠部の位置とは周方向で
異なる位置に、電子基板のリード線から延びるケーブルを外部に引き出すための第２の切
欠部を開放端縁より切り欠いて形成し、外枠と内枠との間には、第１の切欠部から第２の
切欠部に電子基板のリード線及びこれから延びるケーブルを引き回すための配線部を形成
している。また、外枠及び内枠のそれぞれの底面からの高さは、外枠よりも内枠の方が高
くなるように設定している。そのため、ケーブル引き回し時や、外蓋が外れたときや、係
合が緩んだときでも電子基板の収納部である内枠のシール性に影響を与えることがなく、
水の浸入が防止される。このため、安定した防水効果が得られ、信頼性を確保できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施形態に係る電子基板ボックスの外観を示す斜視図である。
【図２】実施形態に係る電子基板ボックスの分解斜視図である。
【図３】実施形態に係る電子基板ボックスの断面図である。
【図４】実施形態に係る電子基板ボックスの二重枠ケースの斜視図である。
【図５】実施形態に係る電子基板ボックスのゴム製の内蓋の斜視図である。
【図６】実施形態に係る電子基板（Wi-Fi搭載基板）とリード線と二重枠ケースとの関係
を示す平面図である。
【図７】実施形態に係るゴム製の内蓋と二重枠ケースとの関係を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１は実施形態に係る電子基板ボックスの外観を示す斜視図である。図２は実施形態に
係る電子基板ボックスの分解斜視図である。図３は実施形態に係る電子基板ボックスの断
面図である。
【００１４】
　本発明の実施形態に係る防水形電子基板ボックス１は、図１～図３のように外枠２ａと
内枠２ｂとを有し一端面が開放された樹脂製で有底の二重枠ケース２と、弾性材（例えば
ゴム）で構成され、その弾性力を利用して内枠２ｂの外周に嵌着し、内枠２ｂを開放され
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た一端面側から覆う内蓋３と、外枠２ａと内蓋３とを開放された一端面側から覆う樹脂製
の外蓋４とを備えている。そして、内枠２ｂ内は、電子基板（例えばWi-Fi搭載基板）５
の収納部６として構成されている。電子基板５のリード線７及びこれから延びるケーブル
７ａは、外枠２ａと内枠２ｂとの間に形成された配線部２ｇで引き回されてから、外部に
引き出されるようになっている。また、二重枠ケース２には、外枠２ａの開放端縁の複数
箇所に、外蓋４との係合用のフック２ｅが突設されている。また、二重枠ケース２には、
電子基板５の収納部６に、電子基板５を位置決め固定するための基板用フック２ｆが底面
より立設して設けられている。一方、外蓋４には、そのフランジ４ａの周方向複数箇所に
、二重枠ケース２の各フック２ｅと係合可能な係止穴４ｂが形成されている。
【００１５】
　図４は実施形態に係る電子基板ボックスの二重枠ケースの斜視図である。図４に示すよ
うに、二重枠ケース２は、矩形状を呈し、外枠２ａ及び内枠２ｂのそれぞれの底面からの
高さは、外枠２ａよりも内枠２ｂの方が高くなるように設定されている。また、二重枠ケ
ース２には、内枠２ｂの短辺側の一辺に、電子基板５のリード線７を通すための第１の切
欠部２ｃが開放端縁より切り欠いて形成されている。また、二重枠ケース２には、外枠２
ａにおける内枠２ｂの第１の切欠部２ｃの位置とは周方向で異なる長辺側の一辺に、図２
に示す電子基板５のリード線７から延びるケーブル７ａを外部に引き出すための第２の切
欠部２ｄが開放端縁より切り欠いて形成されている。外枠２ａと内枠２ｂとの間に形成さ
れている既述した配線部２ｇには、第１の切欠部２ｃから第２の切欠部２ｄに電子基板５
のリード線７及びこれから延びるケーブル７ａを引き回せるようになっている。
【００１６】
　図５は実施形態に係る電子基板ボックスのゴム製の内蓋の斜視図である。図５に示すよ
うに、内蓋３には、その外周縁部に、内枠２ｂの外周面と密着可能なフランジ３ａが設け
られている。また、内蓋３には、二重枠ケース２の内枠２ｂへの嵌着時に、内枠２ｂの開
放端縁側から第１の切欠部２ｃに挿入されて、第１の切欠部２ｃのエッジを挟み込む凹部
３ｂを両側に有する切欠部閉塞用突起３ｃが設けられている。
【００１７】
　次に、図６、図７に基づき前記図１～図５を参照しながら実施形態に係る防水形電子基
板ボックスの組立手順について説明する。図６は実施形態に係る電子基板とリード線と二
重枠ケースとの関係を示す平面図である。図７は実施形態に係るゴム製の内蓋と二重枠ケ
ースとの関係を示す断面図である。
　実施形態に係る防水形電子基板ボックスの組立は、まず図４に示す二重枠ケース２の内
枠２ｂ内の収納部６に、図２に示す電子基板５を収納し、図６のように基板用フック２ｆ
と係合させ、位置決め固定する。次いで、図５に示すゴム製の内蓋３の切欠部閉塞用突起
３ｃの凹部３ｂ内に、二重枠ケース２の内枠２ｂの第１の切欠部２ｃのエッジが嵌入する
ように、二重枠ケース２と内蓋３との位置合わせを行う。次いで、内蓋３を内枠２ｂ側に
押し込み、内蓋３を内枠２ｂに嵌着させ、内蓋３のフランジ３ａを内枠２ｂの外周面と密
着させることで、内蓋３で内枠２ｂを覆い、同時に図７のように内枠２ｂの第１の切欠部
２ｃを内蓋３の切欠部閉塞用突起３ｃにて閉塞する。その後、外蓋４を二重枠ケース２側
へ押し付けることで、外蓋４の係止穴４ｂと二重枠ケース２のフック２ｅとをその弾性力
を利用して係合させ、外蓋４にて外枠２ａすなわち二重枠ケース２を閉塞する。
【００１８】
　以上のように、実施形態に係る防水形電子基板ボックス１は、外枠２ａと内枠２ｂを有
し、一端面が開放されて、内枠２ｂ内に電子基板５を収納可能な有底の二重枠ケース２と
、弾性力を利用して内枠２ｂの外周に嵌着し、内枠２ｂを開放された一端面側から覆うゴ
ム製の内蓋３と、外枠２ａと内蓋３を開放された一端面側から覆う外蓋４とで構成したの
で、外蓋４が外れたときや、外蓋４と二重枠ケース２との係合が緩んだときでも電子基板
５の収納部６のシール性に影響を与えることがなく、水の浸入が防止される。このため、
電子基板５の収納部６の密閉度が高く、例えば空気調和機の内部の露が付くような場所に
おいても、安定した防水効果が得られ、信頼性を確保できる。
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【００１９】
　また、二重枠ケース２の内枠２ｂには、電子基板５のリード線７を通すための第１の切
欠部２ｃを開放端縁より切り欠いて形成するとともに、内蓋３には、二重枠ケース２の内
枠２ｂへの嵌着時に、内枠２ｂの開放端縁側から第１の切欠部２ｃに挿入されて、第１の
切欠部２ｃのエッジを挟み込む凹部３ｂを両側に有する切欠部閉塞用突起３ｃを設けたの
で、内蓋３の内枠２ｂへの嵌着時に、切欠部閉塞用突起３ｃによって第１の切欠部２ｃを
閉塞することができる。このため、防水効果が高まる。
【００２０】
　また、二重枠ケース２には、外枠２ａにおける内枠２ｂの第１の切欠部２ｃの位置とは
周方向で異なる位置に、電子基板５のリード線７から延びるケーブル７ａを外部に引き出
すための第２の切欠部２ｄを設けるとともに、外枠２ａと内枠２ｂとの間に、第１の切欠
部２ｃから第２の切欠部２ｄに電子基板５のリード線７及びこれから延びるケーブル７ａ
を引き回すための配線部２ｇを形成したので、ケーブル引き回し時に、リード線７が引っ
張られても端子が接続部から抜けることがなく、安定した端子接続状態が得られる。
【００２１】
　また、ゴム製の内蓋３には、内枠２ｂの外周面と密着可能なフランジ３ａを設けている
ので、安定した嵌着状態が得られる。
【００２２】
　また、二重枠ケース２と外蓋４とをいずれも樹脂で構成したので、防錆効果が得られる
。
【符号の説明】
【００２３】
　１　防水形電子基板ボックス、２　二重枠ケース、２ａ　外枠、２ｂ　内枠、２ｃ　第
１の切欠部、２ｄ　第２の切欠部、２ｅ　フック、２ｆ　基板用フック、２ｇ　配線部、
３　内蓋、３ａ　フランジ、３ｂ　凹部、３ｃ　切欠部閉塞用突起、４　外蓋、４ａ　フ
ランジ、４ｂ　係止穴、５　電子基板、６　収納部、７　リード線、７ａ　ケーブル。
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